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Hetubindutika,論 証 因 総 説 章 に つ い て

乗 山 悟

[0]は じめ に

「論 証 因 総 説 章 」 と はHetubindu(HB,ed,E.Steinkellner,1967)冒 頭 に 掲 げ ら れ た

「綱 領 偶 」 に 対 す る 直 接 的 な 注 釈 部 分 で あ る 章(冒 頭 か ら5・,9ま で,E.Steinkellner

博 士 の翻 訳 の1章 に あ た る)を 指 し て い る.ア ル チ ャ タ に よ るHBへ の 注 釈Hetubin―

dutika(HBT,ed.,S.Sanghavi&S.Jinavijayaji,1949)は,後 代 の ダ ル マ キ ー ル テ ィ 注

釈 文 献 群 中,サ ン ス ク リ ッ トテ キ ス トが ま と ま っ て 現 存 す る も の と し て は 今 の と

こ ろ も っ と も 古 く文 献 的 価 値 も 高 い が,pp.1―56が こ の 章 に 相 当 す る 。

上 述 の 「綱 領 偶 」 と は 周 知 の 通 りPramanavarttikasvavrttiの 綱 領 偶 と共 有 さ れ た

ものであり,ダ ルマキールティの独創 による論証因に対する定義を内容 とす る.

綱領偶 とは一般にその著作全体をまとめ上げるような性格を持っ と考えることが

できる.そ れに従えぼ,HBは 論証因に関する学説を簡潔に示す書名にふさわしく

論証因の定義に対応する形で著書全体が構成されている筈である.同 書が,た と

え ぼPramanavarttika(PV)やPramapaviniScayaの よ う な 自 己 の 学 説 全 体 を 対 象 とす

るものではな く各論的な小編 と見なされるのも,こ のような理由からして十分に

納得のゆくものである.

一方PVな ど,特 にPV第2章 の研究の進展に伴って,ダ ルマキールティの思想

の背景にある宗教的な問題の存在が明らかにされはじめてすでに久しい.た とえ

HBが 各論的な小書であるにしても,この種の問題についてまったく考慮がなされ

ていないとは見なしがたい.本 稿では,HBの 骨格を示す論証因総説章に対するア

ルチャタの注釈 を主 な題材 として,ド ゥル ヴェー カ ミシェラの複注Hetubindutika-

lola(see.HBT)も 参 照 しなが ら,彼 らが理解す るHBの 背景 につ いて若干 の指摘 を

行 いたい.
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(60) Hetubindutika,論 証 因 総 説 章 に つ い て(乗 山)

[1]ア ル チ ャタ の帰 敬偶(HBTl,5-16)

一般 に帰敬 偶 とは論書 な どの最初 にあって
,仏 ・菩薩 に対 す る帰依敬礼 な らび

に造論 の目的をのべ るものであ る.HBTの 帰 敬偶 も仏へ の帰依 を述 べるが,そ れ

とともに仏 の徳性 に関 して も独 自の記述 をな して いる.こ れを検 討す るこ とによ

り彼 による仏 の位置 づけを知 ることがで きる.

悪習に耽ける一切衆生を救済する為に大いなる慈悲を生じた方であり,福 徳 と知恵よりな

る彪大な[悟 りへの]要 因を集めて倦むことなき方であり,学 習すべきこと全てに及ぶ極

めて無垢なる叡知の出る山を所持する方であり,世 界の主人公たる月,勝 利者たる太陽で

ある方に頭をすりつけて私は礼拝をなす〃1〃

ダルマキールティ[の ことば]が 既に十分考察 されているとしても,考 察する.葡 萄が播

潰されたとしても,味 を落 とすだろうか//2//

片や,そ の知恵が正理の道を計る世間の者1>(=ニ ャーヤ学徒?)に 打ち勝った方の深遠

なことばと,鈍 才たる私には雲泥の差がある//3//

そ うであっても,私 にも幾ば くかの知恵は多少なりともある.こ れら[の 知恵あるが]ゆ

えに,こ の 『論拠一滴論』が私によっても説明されるのである//4〃

[1]ド ゥ ル ヴ ェ}カ ミシ ェ ラ の帰 敬 偶 解 釈1

上 記 の帰敬偶 の理解 には ドゥルヴェーカ ミシ ェラ―注が有益で ある.彼 は;

[この偶は]意 図と修行の区別により2種 の因となる状態を知らしめるだろう.自 利と利

他に存する区別により一対の果 となる状態を知 らしめるだろう2).

と述 べ,さ らに この偶頌 が仏陀 の修行 の過程 に対応 す る ことも明言 してい る.こ

れ はPramanasamuccaya帰 敬 偶前半部分 に対 す るデ ィグナー一ガ 自身 の解釈 と類似 し

て いる.種 々の優 れた先行研究で指摘 された とお り,こ の半偶 は仏 陀が プラマ ー

ナで ある ことを示 している とされ,仏 陀の 「原因 の円満」(hetu-sampad)を1)「 意

図 の円満 」(asaya-sampad),2)修 行 の円満(prayoga-sampad)か ら示 し,「 結果 の円

満 」(phala-sampad)を3)「 自利 の円満 」(svartha-sampad),4)「 利 他 の 円満 」

(parartha-sampad)か ら示 す とされ る。 周知 の とお り1)一4)の 状 態 に は仏陀 の

徳号 が配置 されてい る.し か し ドゥルヴ ェーカ ミシェラの説 明はデ ィグナーガ の

帰敬偶解釈 を必ず しも忠実 に踏襲 してぽいない.

故 にこそ,こ こで 「(大いなる慈悲を)生 じた.=」な どにて,最 初に列挙された[状 態]に

関して,意 図の状態を[対 応させる].そ の後,「 福徳 と智慧よりなる_」 などにて[述 べ

られた状態に関 して]修 行の状態を,そ の後で 「(学習すべきこと)す べてに_」 などに
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Hetubindutika,論 証 因 総 説 章 に つ い て(乗 山) (61)

て[述 べ られた状態に関 して]結 果の状態を,そ してその直後に,「 世界の_」 などにて

[述べられた状態に関 して]衆 生利益の状態を[対 応 させる.]3)

まず デ ィグナーガの徳号 に関す る記述 がない.さ らに,ア ル チャタの偶 の中の

「大 いな る慈悲 を生 じた方」 が 「i)意 図の状態」 に,「 福徳 と知恵 よりな る彪 大

な要因 を集 めて倦 む ことな き方」が 「ii)修 行 の状態」 に,そ れぞれ相 当す るの

はデ ィグナーガの用語法 に一致す る とみて よいが,「 自利の状態」 とな るべ き箇所

が 「iii)結 果 の状態」(phalavastha)と 言 い換 え られて,「 全 てに及 ぶ極 めて無 垢な

る叡 知の出 る山 を所持す る方」(=一 切知者)に 対 応 させ られて お り,「 利 他 の状

態」 も 「iv)衆 生 利益 の状 態」(sattv・pakaravastha)に 言 い換 え られて 「世界 の主

人公 た る月,勝 利者た る太陽で ある方」 に対応 させ られてい る.

ドゥル ヴェー カ ミシェ ラに よれ ぼさ らに,i)とii)と は別々 に とかれてい る

が二 っ併 せて 「因 とな る状態」 とされ る.

この修行ならびに[そ れに]先 行する意図.こ の二つは,連 鎖的に最高の地位の獲得の原

因である.故 にただその地位の獲得の原因であることを表現せんとして,ま た実にただ状

態を表現せんとして,世 尊の原因の状態が表示される.さ らに区別を表現せんとして,意

図と修行の状態が[表 示される]4).

そ れ ぞれ の状態 は,世 尊 の場合 は円満で あ るので,こ こで の彼 の理 解 によれぼ,

世 尊 には,デ ィグナーガが考 える様 に4つ の円満 ではな く,原 因(hetu)の 円満 と

結果(phala)の 円 満 と衆 生利益(sattv・pakara)の 円満 の三つ の徳性 が理解 されてい

た と い え る.

[3]仏 の 三 円 満

ヴ ァ ス バ ン ド ゥ はAbhidharmakosabhasya(AKBh,ed.,P.Pradhan,1975),第7章

において仏の十八不共法 を論 じてい るが,そ の中に諸仏 の同異並 びに仏 の三徳 を

説 く節 があ る.そ こで は如来 に対 す る親愛 ・尊敬 を生 じる原 因 として,三 種 の円

満 があげ られてい る.

資糧 と法身と衆生利益の行の点では,す べての仏陀は等 しい.

[しかし]寿 命 と生まれと大きさの点では違 う.(AKBh7k.34)

三つの原因によってすべての仏陀は等しい.[そ の三つとは]す べての福徳 ・智慧の資糧

を集積する点で,法 身を完成する点で,そ して世間の利益を行う点である.し かし寿命 と

生まれ と大きさによる違いが生 じる_..(中 略)そ して,ま さに以下の三種類の円満を思

惟する賢者によって,諸 仏 ・世尊に対する深き親愛 と尊敬が生ぜしめられ得 る.す なわ
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ち,因 円満,果 円満,利 益円満を.こ のうち,因 円満は4種 類である.[つ まり]す べて

の福徳 ・智慧の資糧の修得,長 時間にわたる修得,聞 断なき修得,恭 しき修得である.果

円満は4種 類である.智 の円満,断 滅の円満,威 神力の円満,色 身の円満である.利 益円

満は4種 類である.三 悪趣 と生死の苦 しみ[の4種 類]よ り完全に解脱せしめる円満,も

しくは三乗 と善趣[の4種 類]に 安住せしめる円満である5).

この 記述 こそが三 つの円満 を説 くドゥルヴ ェーカ ミシェラの念 頭 にあった と考

え られ よう.な ぜ素直 にデ ィグナーガの用語法 の踏襲 をな さなか ったのか とい う

問題 は依然 として残 る.し か し当時仏陀をたた える文句 としてAKBhの3つ の円

満 を用 い る伝統 が主流で あってデ ィグナーガ の枠 組 み といえ どもこれ に合 わせ て

理解 されていた とも考 え られ得 る.

これまでの記述 を ま とめて それ ぞれの呼称な どの対応関係 を示す と,ア ル チャ

タの帰敬 偶 における 「大 いな る慈悲を生 じた方」… ①,福 徳 と知恵 よ りなる彪大

な要因 を集 めて倦 む ことなき方 … ②,全 てに及 ぶ極 めて無垢 なる叡知 の出 る山を

所持す る方 … ③,世 界 の主人公 た る月,勝 利者 た る太 陽で ある方 … ④ は,ド ゥ

ル ヴェー カ ミシェラ1の 場合,① 意 図の状態,② 修行 の状態,③ 結 果の状態,④

衆生利益の状態 と対応 し,ド ゥル ヴェーカ ミシェ ラ2の 場合,①+② 原因の状態,③

結果の状態,④ 衆生利益 の状 態 とな る.ま たヴァスバ ン ドゥについては①+② 因円

満,③ 果 円満,④ 利益 円満 とな り,デ ィグナーガ は,① 意図 の円満,② 修 行の円

満,③ 自利 の円満,④ 利他 の円満,と なる.従 ってデ ィグナーガ の四円満 につい

て は,最 初 の二つが,AKBhの 「因円満 」に相 当 し,後 は順次 「自利 の円満」が

「果 円満」,「利他の円満」が 「利益 円満」 に当て はまるこ ととなる.無 論 これ はア

ルチ ャタ=ド ゥルヴェーカ ミシュラの解釈 であ り,実 際のデ ィグナーガの意図が

どの様で あったのか について はさ らに検討 を要 するであろ う.

[4]ド ゥ ル ヴ ェ ー カ ミシ ェ ラの 帰 敬 偶 理 解2

ドゥル ヴェーカ ミシェラによれば,こ の偶 の存在 はアルチ ャタの仏 陀観 の披渥

に とどまらず,別 の意図 も持 って いる.

仏 の こ とば(pravacana)の 清 浄 に よ り,そ れ[・=ダ ル マ キ ー ル テ ィ の文 章]の 清 浄 が あ

る.な ぜならぼ,仏 のことばの意味の熟考を専 らとするから,師[=ダ ルマキールティ]

の論書はそれを唯一 としている故に.そ して故に師の論書の清浄の基盤である仏のことぼ

の清浄をさとらせるために世尊の徳の出ることと過失の無いことを帰敬を示すことによっ

て[ア ルチャタは]教 示する.方 便を示現することを前提とするか くのごとき 「叡知の出
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る山 に属する方」 という言表によって世尊のすべての無知の消滅が教示された6).

ドゥル ヴェーカ ミシ ェラによれ ぼ この帰敬偶 は仏の こ とぼが正 しい ことを示す

働 きもあ り,そ れがひいて はダルマ キールテ ィの こ とばが正 しい ことを示 す こ と

に もな るので ある.徳 の円満 に基づ く仏 陀の言葉 の正 しさを離れ てダルマキール

テ ィ(ひ いてはアルチャタ)の 言葉 の正 しさもあ り得 ない とい う意識 の表 明が論書

の冒頭で表 され てい ることを その後 の論証 因説 を読 解す るにあたって も常 に念頭

におかねぼな らない と考 え られ る.

[5]想 起 論 の 位 置 づ け

論証 因総説章 には付論 として想起 に関す る記述 が挿入 されて いる.ダ ルマキー

ルテ ィの知識論 におけ る想起 の果たす役割 の重要性 は明 白で ある.に もかかわ ら

ず想起 が プラマー ナではない こ とも同時 に強調 され るところで ある.こ この文脈

では効用 に区別が ない ことを根 拠 にして 同一物 に対 す る連 続 した直接知覚 も想起

の様 にプ ラマー ナで はない とい う反論が紹介 され,ダ ルマキールテ ィは一般 的に

は これを認 めなが らも,連 続 した直接知覚が 「多種 多様 な効 率 を発揮す る」場合

があ ると返答 してい る7).こ の 場合 に相当す る具体的 な認識 につ いてアルチャタは

次 の ように説 明す る.

後続する[諸 感官知]が プラマーナではない過失 とはならない.な ぜかといえば,「種々

多様な効率を発揮するからである.」すなわち,対 象の断定を特徴 とする取得 とその効果

的作用の実行を特徴 とし,保 持を性質 とする保証が,刹 那ごとに識別される.故 に,異 類

例に[効 用を同じくするという論証因が]存 在することがないから,不 定因ではない.

いっ,種 々多様な効率を発揮するのか?

「特定の瞬間によって達成される目的を望むとき」にである.

[つまり]特 定の瞬間によって達成される,有 益/無益 という特徴の目的に対 して或る特

定のものが,或 る特定の仕方で,或 る特定のものに対する効用を持つので,ヨ ーガ行者に

獲得/排除への希求 という欲望が他者の利益に関して生 じる時に,で ある.

た とえば,見 道において[欲 界に束縛された]苦 に対 して,法 の知をもたらす認識(苦

法智忍)は,十 の8)随 眠の習慣(習 気)を 絶つ.そ れと矛盾 したよりどころを生じる故に9).

苦 に対する法の知が,煩 悩から分離 した特徴を有する涅槃の獲得(離 ―繁―得二解脱道)を 生

む.随 眠と矛盾したよりどころの安定を生 じる故に.

故 に,そ れ ら[=他 人 の苦法智忍/苦法智]を 把握する他心智(他 人の心を知る智慧)

は,[前 の刹那 とは]ま さに別個 にプラマーナである.そ して他者を利益せんとする献身
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を有 し,普 く実在物に広 く遍満する智慧の光明によって照らされし内なる本性を持たれる

世尊たちにとって,或 る対象の瞬間だけがある他者の目的のみに貢献するか,障 害をなす

ものである.と いうように,す べての存在を刹那 ごとに観察しつつある直接知覚で認識す

る者たちにとっては,そ の対象の諸刹那が相異なった目的の達成について有用である点で

種々の効率を有する故に.そ してもし刹那 ごとに,刹 那の区別を見る人[=ヨ ーガ行者/

世尊]に 関して述べられるとすれば,そ のとき,相 異なった効用を持つ点でそれぞれにプ

ラマーナであるから,不 安ではない.さ てもし,す べての諸物が一つであると執着する世

間的な行動をする人物を意図して言われたとすれぼ,[彼 らは]青 の[時 間的]連 続体ま

るごとを恒常なる性質をもった単一の対象(も しくは事物)と[判 断 し],か っ,そ れに

よって実現されるべき目的の達成(=効 果的作用)を 単一の本性をもつものと判断(=執

着)す る.故 に後続のものたちがプラマーナであることも決 して認められないlo).

AKBh第6章 にお ける見道 に関す る記述 を 「多種 多様 な効 用 をもたらす認識」の

説 明の教理的背景 として あげるこ とがで きるll).仏教 の修道論 上の諸 認識 に関 して

アルチ ャタは深 い理解 を有 してい た.そ して,そ の ような修道論 的認識 に対す る

重大な関心 こそが,こ こでな された よ うな想起 とプ ラマー ナ との峻別 を強調す る

動機 になった と思われ る.こ の ことは同時に,彼 に とってHBが 単 なる論証因説

の手 引き書 ではな く,修 道 論的背景 も考慮 しなが ら読解す るべき著 作で あった こ

とを示 している.

1)「 世 間 の者 」 に つ い て はPramanasamuccaya皿k.8d-9abで も述 べ られ て い る.北 川 秀

則 『イ ン ド古 典 論 理 学 の研 究 ― 陳那(Dignaga)の 体 系 』p。270fを 参 照.・2)HBTA233,

lOf.3)HBTA233,16f.4)HBTA234,17f.5)AKBh415,12f.6)HBTA235,20f.

7)cfHB3*17-4*28)damanamをHBTA291,3に よ りdasanamと 訂 正 す る.9)as

ayaを チ ベ ッ ト訳 に よ りaSrayaに あ らた め る.10)HBT37,6fll)AKBh第6章 に つ

い て は,櫻 部 建 ・小 谷信 千 代 『倶 舎 論 の 原 典 解 明 賢 聖 品』1999を 参 照.

付記:本 稿の学会発表(龍 谷大学)に あたり貴重なご意見を頂戴 した桂紹隆,武 田宏道お

よび護山真也各先生のご厚意に感謝いた します.

〈日本私立学校振興 ・共済事業団 平成11年 度学術研究振興資金による成果の一部>

<キ ー ワー ド> Hetubindutika,帰 敬 偈,想 起

(龍谷大学兼任講師)
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